
農業者等営農継続緊急支援事業実施要領 
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４農産第１７３号 

改正 令和５年１０月４日  

５農産第８５０号 

 

第１ 趣 旨 

   本事業は台風、大雪等の災害（知事が別に定める対象災害に限る。）により被災し、厳しい経営状

況にある農業者等の生産回復・経営再開に向けた取組を支援する。 

     本事業の実施については、補助金等の交付に関する規則（昭和 35年京都府規則第 23号。以下

「規則」という。）に定めるもののほか、この要領に定めるところによる。 

 

第２ 事業の内容等 

   本事業の事業種目、それぞれの対象作物、事業内容、補助金の交付対象となる者（以下「補助対 

象事業者」という。）、事業実施主体、採択基準及び補助率については、別表のとおりとする。 

 

第３ 事業の実施等 

  １ 交付申請 

（１）規則第５条第１項に規定する申請書は、別表に定める様式によるものとする。 

（２）知事は、前号に規定する申請書を受理し、その申請内容が本事業の趣旨に照らして適当と認め

たときは、補助対象事業者に対して補助金の交付決定を行うものとする。 

 

  ２ 補助事業の変更 

補助金の交付の決定を受けた者（以下「補助事業者」という。）は、補助事業の内容について、 

次に掲げる内容を変更しようとするときは、あらかじめ別表に定める様式による申請書を知事に提

出し、その承認を受けなければならない。 

 ア 事業の廃止 

    イ 事業実施主体を構成する者の追加又は変更 

ウ 補助金額の増又は２割を超える減 

エ 事業費の２割を超える増減 

オ 事業種目の追加又は変更 

 

    ３ 実績報告 

規則第 13条に規定する実績報告書は、別表に定める様式によるものとし、補助事業者は、事業

完了後（交付決定の日までに着手し、既に事業が完了している場合は交付決定後）30日以内又は

事業実施年度の３月 25日のいずれか早い日までに知事に提出しなければならない。 

 

 



４ 実施状況の報告 

（１）パイプハウス復旧支援事業（別表１の（３））を実施した事業実施主体は、本事業の実施年

度から３年間、毎年度、当該年度の成果目標の達成状況について自ら評価を行い、翌年度の６

月末日までに補助事業者へ提出するものとする。 

（２）補助事業者は前項の報告を受けたときは報告があってから 10日以内に別表に定める様式によ 

り知事に提出するものとする。 

 

第４ 助成 

知事は、本事業の実施に必要な経費について、予算の範囲内において、助成するものとする。 

 

第５ 事業の実施期間 

１ 本事業の実施期間は、第３の１の（２）の交付決定の日から事業実施年度の３月 25 日までとす

る。ただし、事業趣旨に鑑み、別途定める本事業の対象災害による被害の早期復旧のために交付決

定の日までに着手された内容について、これを対象とすることができるものとする。 

２ 事業実施主体は、補助事業が交付決定のあった日の属する年度内に完了しない場合においては、

当該年度の 12月 28日までに別表に定める様式により速やかに知事に報告し、繰越の承認を受ける

こと。 

３ 前号の期日以降に予算が成立したもので、補助事業が交付決定のあった日の属する年度内に完了

しない場合は、当該年度の３月 25日までに知事に報告し、その指示を受けなければならない。 

 

第６ 財産の処分の制限 

  １ 財産の処分を制限する期間は、「減価償却資産の耐用年数等に関する省令」（昭和 40年大蔵省

令第 15号）に定められている耐用年数に相当する期間（以下「処分制限期間」という。）とし、

その期間は、取得の日から起算すること。 

  ２ 処分制限期間中において処分を制限された取得財産等を処分しようとするときは、あらかじめ 

知事の承認を受けなければならない。 

  ３ 前号の承認に当たっては、承認に係る取得財産等の残存価値相当額又は処分により得られた収

入の全部又は一部を府に納付することを条件とすることがある。 

 

第７ その他 

この要領に定めるもののほか、この事業の実施に関し必要な事項については、知事が別に定めるも

のとする。 

  

附 則 

この要領は、令和３年 11月４日から施行する。 

附 則（４農産第 173号） 

この要領は、令和４年３月７日から施行し、令和３年度分の補助金から適用する。 

附 則（５農産第 850号） 

この要領は、令和５年 10月４日から施行し、令和５年度分の補助金から適用する。 



【別 表】 

１ 生産回復支援事業 

（１）農産物生産回復支援事業 

対象作物 事 業 内 容 
補助対象事業者 
補助事業者 

事業実施主体 採択基準 補助率 

 
野菜 
果樹 
花き 
豆類 
茶 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 生産回復のための追加防
除や追加施肥に要した農
薬代及び肥料代並びに播
き直しに要した種苗代等
を助成する。 
なお、対象作物ごとの

対象資材等については、
次のとおりとする。 

 
（１）野菜・花き 
・防除用農薬 
・草勢回復用肥料 
・播き直し用種苗(※) 
・土壌改良用資材(※) 
 
※野菜のうち、京の
ブランド産品以外
の作物においては
、地域重点推進品
目に限る。 

 
（２）果樹 
・防除用農薬 
・草勢回復用肥料 

 
（３）豆類 
・防除用農薬 

   
 （４）茶 

・防除用農薬 
・草勢回復用肥料 

 

 
市町村 

 
３戸以上の販
売農家が組織
する営農組合
等の団体 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
以下の条件を全て満たすこ

と。 
 
１ 農林水産業被害報告書取り
まとめ要領（平成12年12月27
日付け２農産第1437号。以下
「被害報告要領」という。）
に基づき府に報告された農業
関係被害に対する生産回復を
図る取組であること。  
ただし、被害後に発生する

病害等、被害報告要領に基づ
く報告時に判断できなかった
被害であって、知事が認めた
場合は、この限りでない。 

 
２ 受益面積は、１で報告され
た面積を上限とする。 

 
３ 対象となる資材等は、生産
履歴等により「掛かり増し施
用」が確認できるものである
こと。 

                  
４ 対象資材等は、災害の発生
した日から知事が別に定める
期間に使用するものであるこ
と。 

 
５ 他の事業との重複申請とな
らないものであること。  
     

 

  
１／２以内（消費税は補助対象外） 

 
助成金の額は、次のア又はイのいずれか低い額を限度とし、 
事業実施主体ごとに千円未満を切り捨てる（施用回数の上限：
用途別、１ほ場当たり２回まで）。 
 
ア 助成の対象となる事業に要する経費に１／２を乗じて 
得た額 

イ 次の用途ごとの事業費限度額に施用面積を乗じて得た額
の合計に１／２を乗じて得た額 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

用 途 

事業費限度額（税抜）【円/10a】 
 

野菜 

果樹 花き 豆類 茶 京のブラ
ンド産品 

左記以
外 

防除用
農薬 4,600 4,600 4,500 2,500 900 4,000 

草勢回
復用肥
料 

5,000 5,000 3,000 2,500  4,000 

播き直
し用種
苗 

67,000 
67,000  
(※)  50,000   

土壌改
良用資
材 

42,000 
42,000  
(※)  20,000   

       

  
※地域特産物育成協議会が定めた地域重点推進品目に限る（豆
類・茶除く）。 

 



書類提出先・提出様式 

 
１ 事業実施主体は、事業実施主体又はその主たる事務所が所在する補助対象事業者又は補助事業者へ提出するものとする（事業実施主体が複数の市町村又は広域振
興局の管内に渡って所在する場合も同様）。 

２ 補助対象事業者又は補助事業者は、必要な指導及び調整を行った上、適当と認めた場合は、上記１をとりまとめ、規則第５条により、下表のとおり提出する。 
 

 
 

提出先 

提出様式 

交付申請 変更承認申請 実績報告 債務負担の承認申請 

当該市町村の区域を
所管する京都府広域
振興局（ただし、京
都市、向日市、長岡
京市及び乙訓郡大山
崎町管内の場合は農
産課（以下「広域振
興局等」という。）） 

別記第１－１号様式 別記第２－１号様式 別記第３－１号様式 別記第６号様式 

 


